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研究背景 








⇒ 複数の花色が共存 (Smithson & MacNair 1997; Gigord et al. 2001) 
















10-4 の確率でc1, w1に変異が加わる 
生存確率 = 1-N/(1+N/400) 
N: 全個体数 

















ー シミュレーションによる研究 ー 
























































(σ = 0.15) 
中 




(σ = 0.05) 
非常に高 
















σ = 0.09 
送粉者による色識別 
（54回中の最頻値） 
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再び出会っても訪花しない 
